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新
井
雅
博

新
井
雅
博  

市
長
が
就
任

市
長
が
就
任

心
と
心
が
通
い
合
う「
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
ま
す

心
と
心
が
通
い
合
う「
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
藤
岡
市
長
選
挙
が
４
月
22
日
に
行
わ
れ
、

新
井
雅
博
氏（
57
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
10
日
に
初
登
庁
し
た
新
井
雅
博
市
長
は
、
第
７
代
藤
岡

市
長
に
就
任
。
市
民
の
大
き
な
期
待
を
背
負
い
、
新
市
政
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
井
利
明
市
長
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
市
職
員
へ
最
後
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、
正
面

玄
関
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
市
民
か
ら
、
大
き
な
拍
手
で
見
送
ら

れ
ま
し
た
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
藤
岡
市
長
に
就
任

し
ま
し
た
新
井
雅
博
で
す
。
謹
ん

で
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
４
年
間
の
藤
岡
市
の
か
じ

取
り
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
改
め

て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
市
議

会
議
員
、
県
議
会
議
員
合
わ
せ
て

21
年
間
に
わ
た
る
政
治
経
験
、培
っ

た
人
脈
を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と
藤

岡
の
発
展
の
た
め
に
情
熱
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は「
自
分
の
足
で
聞
き
、
自

分
の
汗
で
書
き
と
め
、
市
民
の
言

葉
で
語
る
」こ
の
こ
と
を
基
本
姿

勢
と
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
、
市

民
目
線
で
考
え
、
皆
さ
ん
と
正
直

に
対
話
し
一
緒
に
考
え
て
、
透
明

で
分
か
り
や
す
い
市
政
運
営
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど

社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
中
、
地
方
公
共
団
体
に
は
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
自
立
的
で
持

続
的
な
社
会
を
創
生
す
る
た
め
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
財

政
状
況
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
経
費
の
削
減
、
効
率

的
な
行
政
運
営
に
努
め
、
将
来
を

見
据
え
た
施
策
を
確
実
に
実
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
み
な

が
ら
、
人
と
人
、
心
と
心
が
通
い

合
い
、
市
民
の
誰
も
が
生
活
や
将

来
に
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
街
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
井
利
明

新
井
利
明  

市
長
が
退
任

市
長
が
退
任

　

新
井
利
明
市
長
は
平
成
14
年
５

月
か
ら
４
期
16
年
に
わ
た
り
市
政

発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
健
全
な
財
政
運
営
と

効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
つ
つ
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
を
は

じ
め
と
す
る
子
育
て
施
策
の
推
進

や
北
部
工
業
団
地
、
三
本
木
工
業

団
地
を
整
備
し
、
企
業
の
誘
致
と

雇
用
の
創
出
、
税
収
確
保
を
図
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
山
社
跡
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
実
現
し
、

藤
岡
市
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
内
全
小
中
学
校
の
耐
震
補
強・

大
規
模
改
修
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
新
築
。
県
立
藤
岡
高
等
学
校
と

県
立
藤
岡
女
子
高
等
学
校
の
統
合

で
は
、
県
立
藤
岡
中
央
高
等
学
校

の
開
校
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
市
総

合
学
習
セ
ン
タ
ー
を
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
県
立
藤
岡
特
別
支
援
学
校

の
誘
致
。
さ
ら
に
群
馬
医
療
福
祉

大
学
の
誘
致
は
、
高
等
教
育
機
関

の
誘
致
と
い
う
本
市
の
念
願
を
達

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
教

育
環
境
の
整
備
に
情
熱
を
持
っ
て

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
の
鬼
石
町
と
の
合
併

で
は
、
調
整
に
時
間
を
要
し
た
事

業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

新
市
の
建
設
に
も
力
を
注
が
れ
、

現
在
の
一
体
感
あ
る
藤
岡
市
の
建

設
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、広
域
行
政
に
お
い
て
は
、

公
立
藤
岡
総
合
病
院
の
入
院
棟
を

移
転
し
、
外
来
セ
ン
タ
ー
と
一
体

と
な
っ
た
病
院
建
設
を
行
い
、
市

民
の
利
便
性
の
向
上
と
、
地
域
医

療
の
充
実
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
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一 般 会 計 207億 0,336万円 下 水 道 事 業 55億5,262万円 水 道 事 業 58億3,654万円

土地（山林を除く） 251万5,750.12㎡ 山 林 378万4,486.66㎡ 基　　金（現金） 67億1,925万円

介護老人保健施設 1億9,943万円 特定地域生活排水処理事業 6,802万円 国民健康保険鬼石病院事業 5億2,080万円

建 物 23万6,044.73㎡ 出 資 金 19億7,524万円 基　　金（土地） 5万7,792.66㎡

住宅新築資金等貸付事業 168万円 簡易水道事業等 7,237万円 一部事務組合（市負担分）174億1,558万円

市が抱えている負債市が抱えている負債 負債の現在高　503億7,040万円　　市民一人当たり　76万3,373円

市が持っている財産市が持っている財産 一
般
会
計
の
状
況

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
、
当

初
２
６
３
億
２
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、

そ
の
後
、
緊
急
で
重
要
な
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
※

繰

越
明
許
費
を
含
め
た
最
終
予
算
額
は
、

２
７
３
億
６
７
５
４
万
円
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
事
業
、
障
害
者
総
合
支
援
給
付
事
業
、

障
害
児
福
祉
事
業
な
ど
福
祉
施
策
の
充
実
、

子
育
て
支
援
事
業
、
特
定
教
育
・
保
育
施

設
入
所
児
童
運
営
事
業
、
母
子
保
健
事
業

な
ど
子
育
て
環
境
の
充
実
、
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、
世
界
文
化
遺
産
高

山
社
跡
の
保
存
整
備
事
業
な
ど
教
育
環
境

の
充
実
と
文
化
の
向
上
、
そ
の
ほ
か
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
借
上
事
業
、
消
防
ポ
ン
プ
車
購

入
事
業
な
ど
市
民
の
安
全
安
心
と
防
犯
・

防
災
体
制
の
強
化
に
配
慮
し
た
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に

よ
る
補
助
採
択
に
よ
り
平
成
29
年
度
に
予

算
措
置
を
し
た
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
は
、
平
成
30
年
度
へ

繰
り
越
し
の
う
え
事
業
実
施
し
ま
す
。

　

執
行
状
況
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
現

在
で
、
収
入
済
率
86
・
８
％
、
支
出
済
率

83
・
７
％
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課（
☎
40
２
８
２
１
）

010億20億30億40億50億60億70億80億90億100億

27億5,005万円

31億6,743万円

28億3,405万円

21億6,888万円

26億7,411万円

23億9,964万円

25億6,050万円

８億8,529万円

８億7,155万円

７億3,585万円

７億6,369万円
そ　の　他

農林水産業費

消　防　費

総　務　費

衛　生　費

土　木　費

公　債　費

教　育　費

民　生　費

４億6,927万円

18億9,849万円

37億 3,450 万円

25億6,539万円

６億7,521万円

100億1,212万円100億1,212万円

91億1,894万円91億1,894万円

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億 80億 90億

そ　の　他

諸　収　入

繰　入　金

地方消費税
交　付　金

県 支 出 金

市　　　債

国庫支出金

地方交付税

市　　　税

39億9,418万円

51億1,224万円

51億1,224万円

51億1,224万円

51億1,224万円

15億0,459万円

14億5,629万円 

４億6,647万円

３億6,057万円

10億0,575万円

11億8,478万円

11億8,478万円

20億1,724万円

12億0,521万円

34億2,599万円

12億2,769万円

35億3,941万円

６億6,858万円

86億5,630万円86億5,630万円

89億9,970万円89億9,970万円

市税
31.6％自

主
財
源

依
存
財
源 40.5％

繰入金 3.7％

地方交付税
18.7％

国庫支出金
14.6％

県支出金
7.4％

その他6.3％

市債 12.5％

諸収入 1.7％

59.5％

その他 3.5％

扶助費
23.0％

人件費
13.6％

公債費
11.3％補助費

9.6％
物件費など
11.6％

普通建設
事業費など
17.6％

繰出金
11.8％

貸付金など1.5％

義務的
経費
　47.9％

消費的経費
　　  21.2％

投資的経費
　17.6％

その他
  13.3％

予 算 額
収入済額

予 算 額

273億6,754万円
237億5,447万円

凡
例 収入済額

歳入

性質別構成比（予算） 財源構成比（予算）

予 算 額
支出済額

予 算 額

273億6,754万円
229億1,742万円

凡
例 支出済額

歳出

　

※ 

繰
越
明
許
費
…
予
算
成
立
後
、
な
ん
ら
か

の
理
由
で
年
度
内
に
支
出
の
終
わ
ら
な
い

見
込
み
が
あ
る
経
費
を
、
議
会
の
議
決
を

得
て
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
予
算

市の財政状況を お知らせします
平成29年度

財政事情公表

平成30年

３月31日現在
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収　　入（万円） 支　　出（万円）

科　　目 予　算　額 収入済額 科　目 予　算　額 支出済額

国
民
健
康
保
険
鬼
石
病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出

病院事業収益 11億5,104 11億3,712 病院事業費用 12億2,085 11億9,622

医業収益 9億3,441 9億1,992 医業費用 11億7,648 11億5,644

医業外収益 1億9,141 1億9,238 医業外費用 2,140 1,955

特別利益 0 0 特別損失 50 0

訪問看護ステー
シ ョ ン 収 益 2,522 2,482

訪問看護ステー
シ ョ ン 費 用 2,147 2,023

予 備 費 100 0
資
本
的
収
入
及
び
支
出

資本的収入 6,926 6,926 資本的支出 9,606 9,603

企 業 債 1,290 1,290 建設改良費 3,273 3,270
他会計補助金 5,636 5,636

企業債償還金 6,333 6,333固定資産売却代金 0 0

■ 国民健康保険
　 鬼石病院事業会計
　国民健康保険鬼石病院事
業会計も水道事業会計と同
様に独立採算制を基本にし
た経理方式です。

■ 水道事業会計
　水道事業会計は独立採算
制を基本にした民間企業と
同じ経理方式をとる会計で
す。

収　　入（万円）

科　　目 予　算　額 収入済額

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
及
び
支
出

水道事業収益 14億2,003         15億1,285

営業収益 12億9,362 13億8,376

営業外収益 １億2,641 １億2,897

特別利益 0 12

資
本
的
収
入
及
び
支
出

資本的収入 3億7,276 3億7,047

企 業 債 2億2,280 2億2,280

出 資 金 5,763 5,763

負 担 金 3,470 3,235

補 助 金 5,763 5,763

固定資産売却代金 0 6

支　　出（万円）

科　目 予　算　額 支出済額

水道事業費用 12億5,753 12億1,497

営業費用 10億8,781 10億5,810

営業外費用 1億5,662 1億5,661

特別損失 60 26

予 備 費 1,250 0

資本的支出 10億4,123 10億0,085

建設改良費 6億5,872 6億4,834

企業債償還金 3億5,251 3億5,251

予 備 費 3,000 0

会　　計　　名
予　算　額
（万円）

歳　入 歳　出
収入済額
（万円）

収入済率
（％）

支出済額
（万円）

支出済率
（％）

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 87億4,341 81億2,104 92.9 79億3,837 90.8

後 期 高 齢 者 医 療 7億3,231 7億0,692 96.5 6億4,798 88.5

介 護 保 険 事 業 勘 定 59億3,393 55億8,906 94.2 52億2,374 88.0

介 護 老 人 保 健 施 設 3億1,377 2億9,120 92.8 2億4,905 79.4

住宅新築資金等貸付事業 450 541 120.2 59 13.1

学 校 給 食 セ ン タ ー 事 業 5億3,325 5億2,183 97.9 4億9,343 92.5

下 水 道 事 業 10億2,038 7億7,886 76.3 7億5,982 74.5

特定地域生活排水処理事業 2,306 2,073 89.9 1,727 74.9

簡 易 水 道 事 業 等 6,669 6,660 99.9 5,703 85.5

三 波 川 財 産 区 321 250 77.9 220 68.5

■ 特別会計
　特別の事業における収入
と支出を一般会計と区分し
て処理するものです。
 本市では、国民健康保険
事業勘定をはじめとして
10の特別会計があります。

特別会計および企業会計の状況　　受章・表彰
おめでとうございます

旭日双光章
【地方自治功労】

松本　啓太郎 さん
（80歳・下戸塚）

４期16年にわたり市議会
議員を務め、地方自治の
伸展に貢献。

瑞宝双光章
【教育功労】

福島　正昭 さん
（74歳・本郷）

小・中学校長を歴任。37
年にわたり教育行政の発
展に尽力。

【福祉】

冬桜ボランティア
（三波川）
地域福祉活動

◆
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲（
４
月
発
令
）

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
は
、
警
察
官
、
自
衛
官
、

消
防
吏
員
な
ど
、
危
険
性
の
高
い
業
務
に
従
事
し
業

務
に
精
励
し
た
人
に
対
す
る
叙
勲
で
す
。

◆
群
馬
県
総
合
表
彰（
５
月
３
日
付
け
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
公
共
の
福
祉
の
た
め

献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

◆
春
の
叙
勲（
４
月
29
日
付
け
発
令
）

　

国
家
や
社
会
に
対
す
る
功
労
者
に
勲
章
を
与
え
る

栄
典
制
度
で
す
。

瑞宝双光章
【警察功労】

中里　隆一 さん
（71歳・立石）

40年にわたり警察官とし
て、地域住民の安全・安
心に尽力。

危険業務従事者叙勲

【消防防災】

栁澤　義徳 さん
（51歳・森新田）
藤岡市消防団団長

【生活】

小林　進 さん
（75歳・立石）
保護司

【税務】

 塚越　一夫 さん
（68歳・藤岡）
藤岡法人会会長

【地方自治】

佐藤　淳 さん
（65歳・上大塚）
藤岡市議会議員

群馬県総合表彰

【県土整備】

新井　晴夫 さん
（64歳・矢場）
全日本不動産協会
県本部本部長

【農業】

 浦部　正義 さん
（71歳・三本木）

多野藤岡農業協同組合
代表理事理事長

群馬県総合表彰

春の叙勲

祝祝
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  空き地の管理は適正に
　これから夏にかけて植物は急速に伸び広が
ります。空き地などは所有者が責任を持って
管理しないと雑草の繁茂による火災の発生や
不法投棄をされる恐れがあります。周辺の住
民に迷惑をかけないためにも、所有者は定期
的に草を刈るなど適正な管理を心掛けてくだ
さい。

　草の処分
　

　６月５日は「世界環境デー」です。1972年６月に開催された「国
連人間環境会議」を記念し制定されました。日本でもこの日を「環
境の日」、６月を「環境月間」と定め、環境の保全について関心と
理解を深めるとともに、積極的な環境保全に関する活動を行う
意欲を高める日としています。
　市民の皆さんも、環境に配慮した行動を実践しましょう。

問い合わせ　環境課（☎402264）

  不法投棄は犯罪です
　不法投棄は自然環境を破壊し、生活環境を
脅かす重大な犯罪です。「少しだから」「ほか
の人もやっている」などといって、道路や河川、
空き地などにごみを捨てる行為は絶対に許さ
れません。廃棄物処理法により懲役または罰
金、もしくはその両方が科せられる場合があ
ります。
　一人一人が責
任のある行動で
住みよいきれい
なまちづくりを
しましょう。

  犬や猫によるトラブルが増えています
　犬や猫を家族の一員として大切に飼ってい
る人がいる一方で、マナーを守らない一部の
飼い主が原因となる苦情も寄せられています。
特に多いのは、犬のフン放置や野良猫へのエ
サやりに対する苦情です。
　愛犬などのフンは、必ず持
ち帰り適正に処理してくださ
い。猫は自宅内で排せつさせ
るようにしつけ、交通事故や
感染症、近所とのトラブル回
避のためにも室内で飼育する
よう心掛けましょう。

　　　　  ライトダウンキャンペーンに参加しよう　　　　
　　　　　　　６月21日から７月７日まで、環境省ではライトアップ施設や家庭の照明を消
すよう呼び掛ける「CO₂削減/ライトダウンキャンペーン」を実施しています。６月21日（夏
至の日）と７月７日（クールアースデー）の両日（午後８時から10時）を特別実施日として設定し、
全国のライトアップ施設や各家庭の照明の一斉消灯を呼び掛けています。ぜひ、ご家庭でもこ
の取り組みに参加し、温暖化対策を実践するきっかけとしてください。

６月は環境月間

身近な環境から美しく

発生初期（６・８月）、幼虫が群れをなして
いるうちに枝ごと切り取り、踏みつぶすこ
とが最も効果的です。

可燃ごみとして指定ごみ袋に入れ、収集所に
出すか清掃センターへ直接搬入してくださ
い。野焼きによる処分をしてはいけません。

　　
　　 　

L ight
Down

  害虫は早期に防除しましょう
　６～９月にかけて、ケムシなどの害虫の発
生に関する相談が多く寄せられます。害虫の
防除は樹木の管理者の責任で行うこととなっ
ています。周辺の樹木を頻繁に見回り、害虫
を見つけたら早期に駆除しないと幼虫が樹木
だけでなく、隣地にも広がり被害が拡大して
しまいます。

　防除方法
　

公
開
請
求
件
数　

45
件

決定
内容 件数 公開方法 件数

公開 ３件 閲覧のみ 2件
写しの
交付のみ 31件

部分
公開 30件 閲覧と写

しの交付 ０件

非公開 12件

100歳のお誕生日
おめでとうございます

新井市長と冬木市議会議長が慶祝訪問

野辺　愛子さん（５月16日訪問）
　79歳まで詩吟を、90歳まで畑の草む
しりなどに汗を流していたという野辺さ
ん（５月10日生まれ・中大塚）。若い頃は
和裁が趣味で着物などを仕立てていたそ
うです。

情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
制
度
実
施
状
況

有
し
な
い
個
人
ま
た
は
法
人
で
あ

る
場
合
は
、
任
意
的
公
開
と
し
て

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る

た
め
、
市
が
持
っ
て
い
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
ル
ー
ル

化
し
、
市
民
が
自
分
の
情
報
の
開

示
や
訂
正
を
請
求
す
る
権
利
を
保

障
し
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の

推
進
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課（
☎
40
２

２
２
７
）

　

市
が
持
っ
て
い
る
行
政
情
報
の

公
開
を
求
め
る
市
民
の
権
利
を
保

障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
市

政
参
加
を
促
進
し
、
市
政
運
営
の

透
明
化
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

公
開
請
求
で
き
る
人　
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
、
市
内
に
事
務

所
・
事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た

は
法
人
や
そ
の
他
の
団
体
、
公
開

を
求
め
る
内
容
に
利
害
関
係
を
有

す
る
も
の
な
ど
。
市
内
に
住
所
を

  

個
人
情
報
保
護
制
度

  

情
報
公
開
制
度

情報公開請求件数
　　（平成29年度）

個人情報開示等の請求件数
　　（平成29年度）

開
示
請
求
件
数　

５
件

決定
内容 件数 公開方法 件数

開示 １件 閲覧のみ ０件
写しの
交付のみ ４件

部分
開示 ３件 閲覧と写

しの交付 ０件

非開示 １件

100歳のお誕生日
おめでとうございます

新井市長と冬木市議会議長が慶祝訪問

田村　
す　ぎ

さん（５月16日訪問）
　長生きの秘

ひ

訣
けつ

は正しい生活をするこ
とと話す田村さん（５月11日生まれ・白
石）。「皆さんのおかげで100歳を迎えら
れた。本当にうれしい。ありがとう」と
あいさつをしてくれました。

　

藤
岡
市
議
会
議
長
に  

反
町  

清  

氏　

副
議
長
に  

野
口  

靖  

氏

正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

長
に
反
町
清
氏
、
副
議
長
に
野
口

靖
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
議
会
運
営
委
員

会
委
員
に
冬
木
一
俊
氏
が
選
任
さ

れ
、
同
委
員
会
委
員
長
に
松
村
晋

之
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
経

済
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
に

冬
木
一
俊
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
新
し
い
構

成
は
次
の
通
り
で
す
。

　

５
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

30
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
松
村
晋
之
・
〇
青
木
貴
俊
・
大

久
保
協
城
・
橋
本
新
一
・
湯
井
廣

志
・
窪
田
行
隆
・
冬
木
一
俊
・
針

谷
賢
一

■
経
済
建
設
常
任
委
員
会

◎
内
田
裕
美
子
・
〇
冬
木
一
俊
・

野
口
靖
・
青
木
貴
俊
・
反
町
清
・

佐
藤
淳
・
吉
田
達
哉

　
※
敬
称
略
◎
委
員
長
〇
副
委
員
長

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局（
☎

40
２
３
７
７
）

反町議長野口副議長
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　市職員が講師となって団体やグループなどの活動の場に出向き講座
を行う「ふじおか出前講座」を行っています。市民活動に密着した制度
の仕組みや内容の説明、専門知識などをお届けします。市民の皆さん
の主体的な学習にお役立てください。
開催時間　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　午前９時～午後９時の間の２時間以内 
会　　場　市内に限ります（会場は申込者で手配願います） 
対　　象　市内在住・在勤・在学の人で構成されたおおむね10人以上のグループ
費　　用　無料（講座によっては教材費が掛かる場合があります）
申し込み　開催希望日の２週間前までに、希望する講座の申し込み先へ
問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）

出

分類 № 講　座　名 内　　　　容 申し込み

ま
な
び

1 「広報ふじおか」のはなし 広報紙はどのように作られるかなど 秘書課（☎402208）
2 交通安全教室 交通安全のための講話や講習 地域安全課

　（☎402245）3 災害時の心得 自助・共助・公助の連帯

4 男女共同参画社会実現にむけて 男性も女性も均しく活躍できる社会について 自治交流課
　（☎402211）

5 今、小中学校では どんな目的でどんな内容の学習を進めているのか説明

学校教育課
　（☎508212）

6 地域で育てる小中学生 いじめや不登校、少年犯罪などを防ぐための地域
一体となった取り組みの必要性について

7 中学生のカナダホームステイについて
藤岡市とカナダ、リジャイナ市の中学生の交流の
意義と成果について

8 大切にしたいね「人の心」人権について考えてみよう。女性・子ども・高齢者など
生涯学習課
　（☎㉒6888）

9 生涯学習のススメ 生涯学習って何？　なんのため？　だれのため？

10 公民館を生かした生涯学習のススメ
身近にある公民館を上手に活用して豊かな生きが
いづくりを

11 楽しもう！「軽スポーツ」 スマイルボウリング・ペタンク・ユニカール・インディアカ・キンボール・グラウンドゴルフの指導
スポーツ課
　（☎508213）

12 学校給食について 児童生徒の栄養について 学校給食センター
　（☎㉓8998）

13 図書館は情報の宝庫 図書館活用術（利用方法、楽しみ方、調べ方など） 図書館（☎㉒1669）
文
化 14

なぜ掘るか？
　埋蔵文化財保護のしくみ 埋蔵文化財保護の移り変わりと今の考え方、手順など

文化財保護課
　（☎㉒6999）

ま
ち
づ
く
り

15 地方創生に向けて 人口減少社会への対応
企画課（☎402424）

16 公共施設等のあり方 安心・安全な公共施設等の管理のために

17 狭い道では家がたたないよ！ 藤岡市後退用地等整備事業について 都市計画課
　（☎402827）

18 藤岡市の都市計画 藤岡市の都市計画の概要について 都市計画課
　（☎402824）

19 お元気ですか？国民健康保険です!! 国民健康保険の仕組み
保険年金課
　（☎402822）

分類 № 講　座　名 内　　　　容 申し込み

保
健
福
祉

20 国民年金について 国民年金のあらまし 保険年金課
　（☎402259）

21 ストレス社会を　上手に乗り切ろう こころの健康について
福祉課（☎402384）

22 障害者の福祉制度について
身体障害者・知的障害者・精神障害者などの福祉
制度について

23 生活保護法について 個人生活の困窮対策について 福祉課（☎402393）

24 歯と口の健康づくり 歯肉炎・歯周病・誤
ご え ん

嚥性肺炎予防のためのケアポ
イントお口の体操

健康づくり課
　（☎402808）25 今日からできる生活習慣病予防 健全な生活習慣で病気の予防

26 自分の健康を知ろう 健康診断の検査説明と結果の見方、気になる検査値

27 介護保険料の決め方と納め方 保険料の額の決定、納付の仕方など 介護高齢課
　（☎402292）

28 介護予防について 寝たきりにならないために
介護高齢課
　（☎402809）29 ロコモチェック ロコモティブシンドロームの危険性があるか体力

測定し、介護予防につなげる

30 介護保険の利用の仕方 介護サービスが必要になった時に備えて 介護高齢課
　（☎402287）

31 健康な歯をつくろう 虫歯予防・フッ素について。歯みがき指導の実施など
子ども課
　（☎402268）32 幼児の心をはぐくむ 幼児の心の発達を知り、親はどのように接していくか

33 命の大切さ ベテランの助産師の貴重な体験をもとに命の尊さを学ぶ

生
活
環
境

34 守ろう地球環境。始めようエコライフ！
地球環境問題（温暖化・酸性雨・砂漠化など）の　
現状と私たちに出来ること（環境に優しい生活） 環境課（☎402264）

35 ゴミの分け方と出し方 個人のゴミへの関わりと責任を考える 清掃センター
　（☎㉓ 8305）36 リサイクルとゴミ処理 リサイクル意識の高揚とゴミの減量化

37 家庭における　水周りの管理について 給水装置のしくみと管理について
水道工務課
　（☎㉒1953）

38 市の水道水ってどんな水 飲み水になるまで 浄水課（☎㉒1205）
39 下水道でより良い環境を 藤岡市の下水道事業 下水道課（☎402327）

経
済 40 悪徳商法の手口について 悪徳商法の手口事例を映像を交えて説明

自治交流課
　（☎402211）

地
方
自
治

41 市の台所事情 藤岡市の財政事情について 財政課（☎402821）
42 選挙のはなし 選挙制度の概要と運動のルールなど 総務課（☎402221）
43 情報公開制度のすべて 制度の背景、運用の手続きなど 総務課（☎402227）

44 市民本位の行政改革 改革の必要性・目的、行革大綱および実施計画、
藤岡市の行政評価制度の説明 企画課（☎402424）

45 身近な税のはなし 市税全般の説明 税務課（☎402231）
46 戸籍のはなし 戸籍の仕組みと届出 市民課（☎402355）
47 印鑑登録について 印鑑登録の方法と証明について 市民課（☎402256）
48 地方議会のしくみ 定例会の流れ、請願・陳情・傍聴 議事課（☎402377）

49 監査のしくみ 監査制度の全般について 監査委員事務局
　（☎402408）

保
健
福
祉

◆ふじおか出前講座メニュー

前 講 座



　藤岡産の花をＰＲしようと藤岡市園芸協会花
か

卉
き

植木部会主催による「花壇苗の寄せ植え講習
会」がららん藤岡で今年も開催されました。カー
ネーションやアリッサム、サルビアなど５種類
の花を使い、オリジナルの鮮やかな寄せ植えを
作りました。

　子どもフェスティバルが中央公園で開催され
ました。会場では、リサイクル仕分けコーナー
やミニ消防車やバター作り、ロボット体験・お
もしろ科学教室、竹とんぼ作り、太鼓演奏など
盛りだくさんのイベントが用意され、参加した
子どもたちの楽しそうな声が響いていました。

　４月21日から５月６日まで市内幼稚園・保育
園の手作りこいのぼりが、みかぼみらい館で展
示されました。訪れた子どもたちは、会場内いっ
ぱいに飾られたこいのぼりを見て楽しんだり、
芝生の上でかけっこをしたりして元気よく過ご
しました。

　市内の豊かな自然や名所を歩いて巡るふじウ
オークが開催されました。参加者は藤岡中央高
校和太鼓部の演奏に見送られ出発。県内外から
集まった361人のウオーキング愛好者は青空の下、
満開のフジや高山社跡などを楽しみながら爽や
かな汗を流しました。

　毎年恒例の藤岡ふじまつりが今年
も開催されました。暖かい日が続い
た今年は例年より１週間ほど早い開
花となりましたが、県内外からはお
よそ９万人が来場し、降り注ぐよう
な美しいフジを楽しんでいました。
全長250mの藤棚の下では、日なた
ぼっこをしたり写真を撮ったりしな
がら甘い香りが漂うのどかなひとと
きを満喫していました。
　またイベント期間中には、野外コ
ンサートや大道芸、お茶会などが催
され、訪れた人たちを楽しませまし
た。

　養蚕文化の歌や座繰り体験を通し
て学ぶ高山社関連イベントが開催さ
れました。高山社情報館では、藤岡
地方ユネスコ少年少女合唱団が明治
時代に地元出身者らが作った「養蚕
唱歌」と地元養蚕唱歌研究同好会が
作った新曲「高山社讃

さん

歌」「絹の藤
岡と高山社」２曲を披露しました。
また、お茶席や座繰り体験、まゆク
ラフト体験などのイベントも行われ、
大勢の来場者でにぎわいました。
　高山社跡では、長屋門補修工事の
状況や屋根の様子などが一般公開さ
れ、荒壁塗り体験も行われました。

寄せ植えの基礎を学ぶエコを学ぶ 空いっぱいに自然と健康を感じながら

淡い紫色とほのかな香り養蚕の学校高山社

の普及と栽培技術の向上どもたちの祭典 いのぼり色とりどり内を歩いて巡る

開のフジ満喫蚕文化を学ぶ

花子 こ市

満養

４５ ４４

４５

28５ 2729

下上

個性豊かなこいのぼりに子どもたちも大はしゃぎ。語らいを楽しみながら軽快な足取りで出発する参加者。

ミニ消防車体験コーナーは大人気。

見頃を迎えた藤棚を楽しむ人たち。晴天の下、子どもたちの美しい歌声が高山社情報館周辺に響き渡りました。

苗の置き方や土の入れ方など指導を受けました。

13 12広報ふじおか　平成30年６月１日号広報ふじおか　平成30年６月１日号
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広報ふじおか　平成30年６月１日号広報ふじおか　平成30年６月１日号

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

　

地
域
手
作
り
の
お
祭
り
と
ホ
タ

ル
観
賞
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
23
日
㈯
午
後
４
時
30

分
〜（
雨
天
実
施
）

会
場　

旧
日
野
西
小
学
校

　

※
駐
車
場
は
土
と
火
の
里
公
園

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

内
容　

ホ
タ
ル
観
賞
会（
室
内
で

も
鑑
賞
で
き
ま
す
）・
飼
育
講
座
・

ホ
タ
ル
神
輿
・
歌
謡
シ
ョ
ー
・
カ

ラ
オ
ケ
大
会
・
大
抽
選
会
・
模
擬

店
な
ど

問
い
合
わ
せ　

日
野
公
民
館（
☎

㉘
０
２
２
０
）

日
時　
７
月
１
日
㈰
午
後
１
時
開

場
、
１
時
30
分
上
映
開
始

会
場　

鬼
石
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

１
７
１
人（
先
着
順
）

入
場
料　

１
人
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

６
月
４
日
㈪
か

ら
鬼
石
公
民
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

鬼
石
公
民
館（
☎

52
３
８
８
１
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
人
５
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
自
宅
の

み
そ
汁
１
０
０
cc（
塩
分
チ
ェ
ッ

ク
希
望
者
の
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

８
日
㈮
〜
15
日
㈮
に
健
康
づ
く
り

課（
☎
40
２
８
０
８
）へ

日
時　

▽
平
日
コ
ー
ス
＝
７
月
11

日
㈬
〜
13
日
㈮（
全
３
回
）午
後

日
時　

６
月
20
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

　

※
午
前
９
時
〜
正
午
は「
赤
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
」で
す

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

内
容　

▽
講
話
＝
血
糖
値
を
下
げ

よ
う
▽
調
理
実
習
＝
鶏
肉
と
野
菜

の
ト
マ
ト
煮
・
ね
ば
ね
ば
サ
ラ
ダ
・

春
野
菜
の
ス
ー
プ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
風
▽
自
宅

の
み
そ
汁
塩
分
チ
ェ
ッ
ク（
希
望

者
の
み
）

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

１
時
〜
４
時
▽
土
曜
コ
ー
ス
＝
６

月
30
日
・
７
月
７
日
・
21
日（
全

３
回
）午
後
１
時
〜
４
時

　

※
両
コ
ー
ス
同
じ
内
容
で
す
。

ど
ち
ら
か
希
望
の
コ
ー
ス
を
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

　

※
７
月
７
日
の
み
藤
岡
公
民
館

内
容　

点
字
・
点
訳
の
基
礎

対
象　

小
学
１
年
生
以
上
の
人

定
員　

各
コ
ー
ス
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

22
日
㈮
ま
で
に
市
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
㉒
５
６
４
７
）へ

対
象　

60
歳
以
上
の
人

定
員　

40
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

持
っ
て
く
る
物　

タ
オ
ル
・
運
動
靴

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

11
日
㈪
か
ら
介
護
高
齢
課（
☎
40

２
８
０
９
）・
草
津
温
泉
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ

群
馬
内
☎
０
２
７
・
２
２
５
・
２
３

５
０
）へ

試
験
日　

10
月
14
日
㈰

会
場　

受
験
票
送
付
時
に
指
定

案
内
書
配
布
期
間　

６
月
４
日
㈪
〜

29
日
㈮

配
布
場
所　

介
護
高
齢
課
・
鬼
石

総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

対
象　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分

野
で
５
年
以
上
か
つ
、
実
働
日
数

９
０
０
日
以
上
の
実
務
経
験
が
あ

る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

４
日
㈪
〜
29
日
㈮（
消
印
有
効
）

に
受
験
申
込
書
を
簡
易
書
留
で
県

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
０
２
７
・

２
８
０
・
４
１
０
７
）へ

　

お
い
し
い
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー

の
入
れ
方
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
７
月
６
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

会
場　

藤
岡
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
物　

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
・
ド
リ
ッ
プ
セ
ッ
ト
・
ポ
ッ
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

８
日
㈮
〜
29
日
㈮
に
電
話
で
藤
岡

公
民
館（
☎
㉒
０
５
３
４
）へ

日
時　

６
月
30
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

会
場　

神
流
公
民
館

対
象　

小
学
生（
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
）

定
員　

20
人
程
度（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

11
日
㈪
〜
22
日
㈮
に
参
加
料
を
持
っ

て
神
流
公
民
館（
☎
㉔
０
８
０
９
）へ

　

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し

た
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　
７
月
４
日
〜
25
日
の
水
曜

日（
全
４
回
）午
後
２
時
〜
３
時

30
分

会
場　

市
民
ホ
ー
ル

内
容　

▽
運
動
講
座（
軽
運
動
・

ス
ト
レ
ッ
チ
）▽
栄
養
講
座

みかぼみらい館
問（☎㉒5511）

子どものための夏休みファミリーコンサート
　日　時　８月18日㈯午前10時30分開演
　 入場料　全席自由800円（３歳以上有料）
　チケット発売日　６月23日㈯

八代亜紀プレミアムコンサート
　日　時　９月23日㈰午後３時開演
　 入場料　全席指定6,000円（未就学児入場不可）
　チケット発売日　６月24日㈰

プラネタリウム（通常投影）
　投影日　毎週土・日曜日、祝日
　入場料　大人300円、小・中学生200円
　　　　　（未就学児無料）
　投影番組・時間
　▷スターリーテイルズ～星座は時をこえて～
　　午前11時～・午後３時～
　▷星の見える丘
　　午後１時30分～

林部智史コンサートツアー2018
　日　時　７月１日㈰午後４時開演
　 入場料　全席指定6,000円（未就学児入場不可）

ふじおかフラフェスティバル
　日　時　９月２日㈰午前９時30分開演
　 入場料　無料

下久保ダム50周年記念イベント

特別講演会
日時　６月23日㈯午後３時
会場　鬼石多目的ホール
内容　▷講演会（演題＝ダム見学をもっと面白く
する話、講師＝宮島咲さん（ダムライター）・町
田奈桜さん（ダムマイスター））▷ダムビンゴ大会
入場料　無料
ダムイベント
日時日時　６月24日㈰午前９時～午後３時　６月24日㈰午前９時～午後３時
会場会場　旧発電事務所前・下久保ダム　旧発電事務所前・下久保ダム
内容内容　▷ダムのゲート点検に伴う放流▷ダム関　▷ダムのゲート点検に伴う放流▷ダム関
連グッズ・飲食物・物産などの販売▷ダム施設連グッズ・飲食物・物産などの販売▷ダム施設
の開放▷ご当地アイドルほかによるステージの開放▷ご当地アイドルほかによるステージ
ショー▷日付スタンプ入りダムカードの配布ショー▷日付スタンプ入りダムカードの配布
その他その他　▷三波石峡周辺は交通規制を実施します　▷三波石峡周辺は交通規制を実施します
▷来場の際は乗り合わせなどにご協力ください▷来場の際は乗り合わせなどにご協力ください
問い合わせ問い合わせ　にぎわい観光課（☎523111）　にぎわい観光課（☎523111）

点
字
・
点
訳
入
門

〜
点
訳
奉
仕
者
養
成
講
座
〜

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の

入
れ
方
教
室

お
も
し
ろ
科
学
教
室

「
木
登
り
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
を
作
ろ
う
」

県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬

健
康
づ
く
り
教
室

映
画
鑑
賞
会

「
星
め
ぐ
り
の
町
」

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の

お
は
な
し
会

日
野
ホ
タ
ル
祭
り

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

問
☎
㉒
１
６
６
９

講
座
・
教
室

募
集

期日・会場

６月26日㈫ 小野公民館
日野公民館

６月28日㈭
神流公民館
美九里公民館
平井公民館

７月２日㈪ 鬼石公民館
７月４日㈬ 藤岡公民館

７月５日㈭ 市保健センター
美土里公民館
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広報ふじおか　平成30年６月１日号広報ふじおか　平成30年６月１日号

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

採
用
予
定
日　

平
成
31
年
４
月
１
日

職
種
・
募
集
人
数　

①
看
護
師
・

助
産
師
＝
計
20
人
②
薬
剤
師
＝
２

人
③
理
学
療
法
士
＝
１
人
④
作
業

療
法
士
＝
２
人
⑤
言
語
聴
覚
士
＝

１
人
⑥
診
療
情
報
管
理
士
＝
１
人

資
格　

有
資
格
者
か
31
年
に
実
施

さ
れ
る
国
家
試
験
な
ど
で
資
格
取

得
見
込
み
の
人
で
、
日
本
国
籍
を

有
し
地
方
公
務
員
法
16
条
の
欠
格

条
項
に
該
当
し
な
い
人（
①
以
外

は
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
）

提
出
書
類　

▽
申
込
書
▽
調
査
票

▽
資
格
免
許
証
ま
た
は
資
格
認
定

証
の
写
し
▽
31
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
は
卒
業
見
込
証
明
書
と
成

績
証
明
書

受
付
期
限　

６
月
29
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
藤
岡
総
合
病
院
総
務
課
へ

試
験
会
場　

藤
岡
総
合
病
院

選
考
日　
７
月
21
日
㈯

選
考
方
法　

小
論
文
・
面
接

日
時　
７
月
21
日
㈯
午
後
２
時
〜

集
合
場
所　

諏
訪
神
社

対
象　

高
校
生
以
上
の
人

持
っ
て
く
る
物　

足
袋
・
半
股も
も

引ひ
き

ま
た
は
パ
ン
ツ
・
腹
巻
き
・
ダ
ボ

シ
ャ
ツ
ま
た
は
Ｔ
シ
ャ
ツ（
色
は

す
べ
て
白
）

　

※
高
校
生
に
は
貸
し
出
し
ま
す

そ
の
他　
７
月
15
日
㈰
午
後
４
時

か
ら
諏
訪
神
社
で
行
わ
れ
る
練
習

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
は
ん

て
ん
の
サ
イ
ズ
を
記
入
し
、
７
月

14
日
㈯（
必
着
）ま
で
に
、
〒
375

－

０
０
２
４
藤
岡
市
藤
岡
55
松
村
賢

志
さ
ん
へ

問
い
合
わ
せ　

諏
訪
神
社
御
神
輿

保
存
会
三
木
さ
ん（
☎
０
９
０
・

４
８
３
５
・
０
９
６
７
）・
商
工
観

光
課（
☎
40
２
３
１
７
）

日
時　
７
月
21
日
㈯
午
後
２
時
〜

集
合
場
所　

富
士
浅
間
神
社

対
象　

高
校
生
以
上
の
人

定
員　

50
人（
先
着
順
）

そ
の
他　

▽
提
出
書
類
の
様
式
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
▽
資
格
を
取
得

見
込
み
の
人
は
、
資
格
取
得
が
採

用
条
件

問
い
合
わ
せ　

藤
岡
総
合
病
院
総

務
課（
☎
㉒
３
３
１
１
）

期
日　

９
月
22
日
㈯
・
10
月
８
日

㈷
・
11
月
４
日
㈰
・
17
日
㈯
・
12

月
16
日
㈰
・
平
成
31
年
２
月
16
日
㈯

会
場　

国
立
赤
城
青
少
年
交
流
の

家（
現
地
集
合
解
散
）

内
容　

竹
と
ん
ぼ
・
ピ
ザ
作
り
・

ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
タ
・
焼
き
芋

作
り
・
パ
ン
作
り
な
ど

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お
よ

び
子
ど
も

参
加
料　

３
０
０
円

申
し
込
み　

各
回
開
催
日
の
１
カ

月
前
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
日
を
記
入

し
、
〒
371

－

０
１
０
１
前
橋
市
富

士
見
町
赤
城
27
国
立
赤
城
青
少
年

交
流
の
家
へ

問
い
合
わ
せ　

国
立
赤
城
青
少
年

交
流
の
家（
☎
０
２
７
・
２
８
９
・

７
２
２
４
）

持
っ
て
く
る
物　

帯

　

※
半
股
引
・
足
袋
は
配
布
、
は

ん
て
ん
は
貸
し
出
し
ま
す

そ
の
他　
７
月
１
日
か
ら
毎
週
日

曜
日
に
富
士
浅
間
神
社
で
行
わ
れ

る
練
習
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

（
午
後
５
時
開
始
）

申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス

で
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
は
ん

て
ん
と
足
の
サ
イ
ズ
を
記
入
し
、

７
月
10
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、

〒
375

－

０
０
２
４
藤
岡
市
藤
岡
１
１

５
２
富
士
浅
間
神
社
神
輿
渡
御
保

存
会
事
務
局（
㉒
２
５
９
７
）へ

問
い
合
わ
せ　

富
士
浅
間
神
社
神

輿
渡
御
保
存
会
事
務
局
中
村
さ
ん

（
☎
㉓
８
７
２
７
）・
商
工
観
光
課

（
☎
40
２
３
１
７
）

　

古
桜
町
の
山
車
に
乗
っ
て
ま
つ

り
太
鼓
を
た
た
き
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
22
日
㈰
午
後
３
時
〜

集
合
場
所　

古
桜
町
会
館
前

対
象　

当
日
家
族
で
参
加
で
き
る

小
学
生（
山
車
の
あ
る
地
区
の
人

は
除
く
）

そ
の
他　
６
月
27
日
か
ら
毎
週
水
・

土
曜
日
に
古
桜
町
会
館
で
行
わ
れ

る
練
習
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

（
午
後
７
時
開
始
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

古
桜

町
祭
囃
子
保
存
会
会
長
長
さ
ん（
☎

０
８
０・６
６
３
９・２
０
８
３
）・

商
工
観
光
課（
☎
40
２
３
１
７
）

日
時　
７
月
８
日
㈰
午
前
８
時
30

分
受
け
付
け
開
始

会
場　

市
民
体
育
館

種
目　

▽
一
般
ダ
ブ
ル
ス
男
女
・

ミ
ッ
ク
ス（
ミ
ッ
ク
ス
は
男
子
扱

い
）▽
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス（
男

女
別
区
分
な
し
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
お
よ
び
近
隣
招
待
チ
ー
ム
の
人

参
加
料　

▽
一
般
＝
１
組
２
０
０

０
円
▽
小
学
生
＝
１
人
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

26
日
㈫
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　
７
月
１
日
㈰
午
前
９
時
開
会

会
場　

市
民
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

種
目　

個
人
戦
▽
小
学
生
＝
学
年

別
▽
中
学
生
＝
学
年
男
女
別
▽
一

般
＝
有
段
・
無
段
者
の
部

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
課

小
中
学
生（
ジ
ュ
ニ
ア
）

期
日　

６
月
30
日
㈯（
予
備
日
７

月
８
日
㈰
）

種
目　

男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
▽
小

学
１
〜
４
年
生
の
部
▽
小
学
５
・

６
年
生
の
部
▽
中
学
生
の
部

参
加
料　
５
０
０
円

新
人（
一
般
）

期
日　

７
月
７
日
㈯（
予
備
日
７

月
８
日
㈰
）

種
目　

男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
料　

１
５
０
０
円

共
通
事
項

時
間　

午
前
９
時
競
技
開
始

会
場　

庚
申
山
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

対
象　

県
出
場
資
格
Ｃ
級
以
下
の

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

15
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
持
っ
て

グ
ラ
ン
ド
Ｆ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ（
☎

㉔
６
３
６
３
）・
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

申し込み・問い合わせ　６月15日㈮までに
藤岡まつり実行委員会事務局（商工観光課内
☎402317）・藤岡商工会議所（☎㉒1230）へ

７月21日㈯
▷子供みこし・大人神輿▷子供みこし・大人神輿
　子供会、会社などで参加しよう！　子供会、会社などで参加しよう！
▷おどり大行進▷おどり大行進
　浴衣姿で、みんなで踊ろう藤岡音頭　浴衣姿で、みんなで踊ろう藤岡音頭
　練習会　練習会
　　　　日時日時　７月４日㈬午後７時～８時30分　７月４日㈬午後７時～８時30分
　　　　会場会場　市民ホール　市民ホール
　　　　曲目曲目　藤岡音頭、ふるさと藤岡花の町　藤岡音頭、ふるさと藤岡花の町

７月22日㈰
▷ダンスFujiokaウ～ハッ！▷ダンスFujiokaウ～ハッ！
　藤岡音頭を軽快なサンバ調にアレンジしたリ　藤岡音頭を軽快なサンバ調にアレンジしたリ
ズミカルなダンスで鳴子の音とともに踊ろう！ズミカルなダンスで鳴子の音とともに踊ろう！
　練習会　練習会
　　　　日時日時　７月５日・12日・19日の木曜日　７月５日・12日・19日の木曜日
　　　　　午後７時～８時45分　　　　　午後７時～８時45分
　　　　会場会場　市民ホール　市民ホール
　　※軽装で、飲み物を持参してください　　※軽装で、飲み物を持参してください
▷市民パレード▷市民パレード
　団体、会社、グループで参加して、最高のパ　団体、会社、グループで参加して、最高のパ
フォーマンスをみんなに披露！フォーマンスをみんなに披露！
▷Ｍ＆Ｄフェスタ
　さまざまなジャンルのダンスや和太鼓などで
盛り上がるライブイベント！
▷子供相撲大会
　はっけよい、のこった、のこった。ちびっこ
横綱を目指そう！

藤岡まつり
参加者募集

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します

藤
岡
ま
つ
り

諏
訪
神
社
宮
神
輿
担
ぎ
手

藤
岡
ま
つ
り

山
車
太
鼓
た
た
き
手

藤
岡
ま
つ
り

富
士
浅
間
神
社
宮
神
輿
担
ぎ
手

市
民
小
中
学
生（
ジ
ュ
ニ
ア
）・

新
人（
一
般
）テ
ニ
ス
大
会

ひ
と
り
親
家
庭

日
帰
り
キ
ャ
ン
プ

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

市
民
柔
道
大
会

藤
岡
総
合
病
院
職
員

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
50
８
２
１
３
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

日
時　
７
月
１
日
㈰
午
前
８
時
20

分
受
け
付
け
、
午
前
９
時
開
会

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

種
目　

チ
ー
ム
別
対
抗
▽
団
体
勝

ち
抜
き
ラ
リ
ー
戦
▽
団
体
戦

　

※
組
み
合
わ
せ
は
当
日
抽
選

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

お
よ
び
近
隣
招
待
チ
ー
ム
の
人

参
加
料　

１
人
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

22
日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
持
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日
に
合
わ
せ
て

無
料
招
待
し
ま
す
。

日
時　

６
月
22
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

　
※
小
学
生
以
下
は
６
月
16
日
㈯
〜

21
日
㈭
も
実
施

会
場　

藤
岡
ボ
ウ
ル

内
容　

市
内
在
住
の
人
は
１
人
２

ゲ
ー
ム
ま
で
無
料

　

※
貸
し
靴
代
は
各
自
で
負
担

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

市
体
協
ボ
ウ
リ
ン

グ
部（
藤
岡
ボ
ウ
ル
内
☎
㉔
２
５

７
０
）・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

事
業
所
や
商
店
な
ど
に
関
す
る

情
報
の
周
知
や
、
事
業
者
間
の
交

流
を
促
進
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
藤
岡
地
域
産
業
情
報
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

新
規
に
情
報
掲
載
を
希
望
す
る
事

業
所
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

掲
載
内
容　
事
業
所
の
基
礎
情
報
・

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
・
主
要
商
品

な
ど

ア
ド
レ
ス　

http://hujioka.net

掲
載
料　

無
料

　

※
水
曜
日
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
８
時
ま
で
、
鬼
石
総
合
支
所

午
後
７
時
ま
で

提
出
場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
・

鬼
石
総
合
支
所

持
っ
て
く
る
物　

現
況
届
・
受
給

者
の
保
険
証
・
印
鑑

　

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提

出
書
類
が
あ
り
ま
す

そ
の
他　

▽
対
象
者
に
は
５
月
中

に
通
知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
▽
必

要
書
類
を
添
付
し
て
郵
送
で
も
提

出
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
課（
☎
40

２
２
８
６
）

　

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水

道
水
に
つ
い
て
、
よ
り
理
解
と
関

心
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
６
月
１

日
〜
７
日
を
水
道
週
間
と
し
て
い

ま
す
。「
水
」は
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

軸
組
み
工
法
で
建
築
▽
住
宅
の
所

有
者
が
居
住
し
て
い
る
住
宅
な
ど

定
数　
５
戸（
先
着
順
）

費
用　

無
料

　

※
耐
震
診
断
士
の
交
通
費
１
０

０
０
円
程
度
が
掛
か
り
ま
す

申
し
込
み
に
必
要
な
物　

▽
住
民

票
写
し
▽
建
物
の
所
有
を
証
明
で

き
る
書
類
な
ど
▽
未
納
税
額
の
な

い
証
明
書
▽
建
築
確
認
通
知
書
の

写
し
・
住
宅
平
面
図
・
住
宅
現
況

写
真
な
ど
▽
印
鑑

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

15
日
㈮
〜
８
月
15
日
㈬
に
建
築
課

（
☎
40
２
３
２
６
）へ

　

健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
市
の
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
家
族
な
ど
本
人
以
外
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

６
月
26
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時（
要
予
約
）

会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
っ
て
く
る
物　

各
種
検
診
結
果

票
・
健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど

相
談
対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か

る
物

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

40
２
８
０
８
）

　

児
童
手
当
現
況
届
は
、
手
当
を

継
続
し
て
受
給
す
る
要
件
を
満
た

す
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

手
続
き
で
す
。
届
け
出
を
し
な
い

と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月

か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

受
給
し
て
い
る
人
は
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

６
月
１
日
㈮
〜
29
日

㈮（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

特
典　

登
録
し
て
い
る
事
業
所
に

対
し
、
市
か
ら
補
助
金
な
ど
の
情

報
を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商
工

観
光
課（
☎
40
２
３
１
８
メールsyoko2@

city.fujioka.gunm
a.jp

）

対
象　

次
の
全
て
を
満
た
す
市
内

の
木
造
住
宅
▽
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
し
た
一
戸
建
て
の

住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅（
住
宅
の

床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）▽
建

築
基
準
法
に
適
合
し
て
い
る
住
宅

▽
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
▽
在
来

飲
み
水
や
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
掃

除
や
洗
濯
、
ト
イ
レ
、
お
風
呂
と
、

私
た
ち
は
絶
え
ず
水
と
共
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
水
道
は
、
神
流
川
か
ら

取
り
入
れ
た
水
と
井
戸
か
ら
く
み

上
げ
た
地
下
水
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
水
を
浄
化
し
、
水

質
基
準
に
適
合
し
た
も
の
が
家
庭

に
届
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
水
の
需
要
が
増
え
る
時
期

で
す
。
大
切
な
水
を
上
手
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

標
語

水
道
水　

安
全　

お
い
し
い　

金

メ
ダ
ル

問
い
合
わ
せ　

経
営
課（
☎
40
２

８
１
４
）

対
象　

▽
ス
ズ
メ
バ
チ
が
営
巣
し

て
い
る
市
内
の
土
地
・
建
物
の
所

有
者
、
管
理
者
ま
た
は
賃
借
す
る

個
人（
事
業
者
は
除
く
）▽
駆
除

業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を

駆
除
す
る
▽
市
税
に
滞
納
が
な
い

補
助
金
額　

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
に

要
し
た
費
用
の
２
分
の
１（
上
限

１
万
円
）

申
請
に
必
要
な
物　

印
鑑
・
駆
除

に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
・
駆
除

前
と
駆
除
後
の
写
真

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

領
収
日
か

ら
起
算
し
て
30
日
以
内
に
環
境
課

（
☎
40
２
２
６
４
）へ

対
象　

▽
精
密
診
断
＝
耐
震
診
断

と
同
じ
▽
耐
震
改
修
＝
市
で
行
っ

て
い
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
ま

た
は
精
密
診
断
を
受
け
た
住
宅

定
数　

精
密
診
断
・
耐
震
改
修
各

１
戸（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

15
日
㈮
〜
８
月
15
日
㈬
に
建
築
課

（
☎
40
２
３
２
６
）へ

　

自
宅
や
事
業
所
に
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
設
置
し
て
、
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
▽
家
庭
部
門
＝
一
般
住
宅
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で

取
り
組
ん
だ
個
人
▽
事
業
所
部
門

＝
学
校
、
工
場
・
事
業
所
、
そ
の

他
の
団
体

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

28
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
写
真

を
２
枚
添
付
の
上
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
環
境
課（
☎
40
２
２
６
４
）へ

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
動
の
推
進
な

ど
、
福
祉
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
皆
さ

ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費

な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
区
長
を
通
じ
て
会
費
の
募
集

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

普
通
会
費
＝
１
世
帯
３
０
０
円

賛
助
会
費
＝
１
人
１
０
０
０
円
以
上

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
㉒
５
６
４
７
）

　
市
で
は
空
き
店
舗
を
貸
し
た
い
・

売
り
た
い
人
の
空
き
店
舗
情
報
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
、
空

き
店
舗
を
借
り
た
い
・
買
い
た
い

人
に
提
供
す
る「
空
き
店
舗
情
報

登
録
」制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

貸
し
た
い
・
売
り
た
い
空
き
店
舗

を
お
持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

対
象　

過
去
に
営
業
し
て
い
た
実

績
が
あ
り
、
現
在
は
営
業
が
行
わ

れ
て
い
な
い
市
内
の
店
舗
お
よ
び

事
務
所

　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商
工

観
光
課（
☎
40
２
３
１
８
）

　障害者の権利に関する条約、障害者基
本法において言語に手話が含まれると規定
されたことにより、本市においても手話が
言語であるという認識に立ち、条例を制定
し、平成30年３月22日から施行してい
ます。主な条例の内容は、市の責務ならび
に市民および事業者の役割を明らかにする
とともに、手話を学ぶ機会の確保や学校に
おける手話の普及などを規定しています。
　手話は、音声言語と異なる言語であり、
手指や体の動き、表情を使って視覚的に表
現する言語です。ろう者にとって手話は、
日常生活および社会生活を行う上で必要な
意思疎通の手段です。今後、市では市民へ
の手話への理解・普及を図り、ろう者もろ
う者でない人も安心して暮らせる社会の実
現を目指します。
問い合わせ　福祉課（☎402384）

藤岡市手話言語条例が制定されました

期間　８月11日㈯～18日㈯の宿泊
※15人以上の団体は10月31日㈬まで（７月21日㈯～
８月18日㈯を除く）利用できます
場所　臨海学校「久寛荘」（新潟県柏崎市西山町石地
863）
利用料金（消費税込み）

※多野藤岡地域に在住の人を対象とした料金です
予約金　予約金として使用料分を事前に納めてい 
ただきます
その他　予約は１回１件まで（先着順）。部屋の指
定および素泊まりはできません
申し込み・問い合わせ　６月18日㈪～７月31日
㈫午前９時から電話で多野藤岡広域市町村圏振興
整備組合総務課（☎㉔1621）へ

久寛荘（臨海学校）を一般開放します

区　分
利用料金（１泊２食付・全室エアコン完備）
使用料 食事代 合　計

幼児（３歳以上）
小・中学生 1,080円

1,440円（幼児食） 2,520円

3,910円
4,990円

高校生 1,290円 5,200円
大人 1,620円 5,530円

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日

市
民
無
料
ご
招
待

藤
岡
市
空
き
店
舗

情
報
登
録
制
度

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
費
を
補
助
し
ま
す

木
造
住
宅
の
精
密
診
断
・

耐
震
改
修
を
補
助
し
ま
す

藤
岡
地
域
産
業
情
報
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

社
会
福
祉
協
議
会
会
費

そ
の
他

市
民
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

成
人
健
康
相
談

児
童
手
当
現
況
届

水
道
週
間

健
康
福
祉



人権を考

～病気と人権～

ハ
ン
セ
ン
病

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ハ
ン
セ
ン
医
師
に
よ
っ
て
原
因
細

菌
が
発
見
さ
れ
た
た
め
に
名
付
け

ら
れ
た
感
染
症
で
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
力
が
弱
く
、

日
常
生
活
で
は
感
染
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一
、

感
染
・
発
症
し
て
も
優
れ
た
治
療

薬
が
で
き
た
た
め
、
早
期
に
発
見

し
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
後
遺

症
も
残
ら
な
い
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
病
気
は
、
治
療

薬
が
な
い
時
代
に
は
、
病
気
が
進

む
と
皮
膚
や
手
足
が
変
形
し
た
り
、

失
明
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
大
変

恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
遺

伝
病
、
不
治
の
病
、
感
染
力
の
強

い
病
気
と
の
誤
解
に
よ
り
、
日
本

で
は
明
治
時
代
か
ら
隔
離
政
策
が

取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
入
所
す
る

療
養
所
で
は
、
入
所
者
は
本
名
を

名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
重
傷

者
の
看
護
、
目
や
手
足
の
不
自
由

な
仲
間
の
介
護
な
ど
の
ほ
か
に
、

亡
く
な
っ
た
人
の
火
葬
ま
で
が
強

制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
は
生
涯
療
養
所
で
過
ご
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
８
年「
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に

関
す
る
法
律
」の
施
行
に
よ
り
隔

離
政
策
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
で
も
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
に
と
ど
ま
る
人
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に

も
長
く
隔
離
政
策
が
続
け
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
患
者
や

元
患
者
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
、

社
会
に
根
強
く
残
る
誤
解
と
偏
見

に
よ
る
差
別
や
親
族
へ
の
影
響
を

恐
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
療
養

所
内
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
ぶ
人
が

多
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
と
エ
イ
ズ

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
と
必
ず
エ
イ
ズ
に
な
る
。
エ
イ

ズ
に
な
っ
た
ら
死
ぬ
。
う
つ
り
や

す
い
病
気
だ
」と
い
っ
た
、
エ
イ

ズ
の
症
例
が
発
見
さ
れ
た
こ
ろ
の

誤
解
が
い
ま
だ
に
多
く
の
人
に
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
治
療

薬
の
開
発
に
よ
り
、
早
期
発
見
・

治
療
が
で
き
れ
ば
エ
イ
ズ
の
発
症

率
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
治
療
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
普
通
の
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

感
染
経
路
は
性
的
接
触
・
血
液

感
染
・
母
子
感
染
に
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
注
意
し
て
い
れ
ば
日
常

生
活
で
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

人
権
問
題
と
し
て
の
認
識
が
必
要

　

ハ
ン
セ
ン
病
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は

治
療
が
で
き
る
病
気
で
す
が
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
患
者
や
元
患
者
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
が
い
ま
だ
に
解
消
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
の
入
所
者
が
ホ
テ
ル
へ
の

宿
泊
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の
差
別

事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
し
て
も
感
染

し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
仕
事
を

解
雇
さ
れ
た
り
、
医
療
機
関
で
診

察
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の

人
権
侵
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
や

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
以
外
の
病
気
で
も
誤

解
や
偏
見
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が

い
ま
す
。
病
気
に
つ
い
て
関
心
を

も
っ
て
正
し
く
理
解
し
、
病
気
を

理
由
と
し
た
差
別
に
つ
な
が
る
よ

う
な
言
動
を
と
ら
な
い
よ
う
に
心

掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）

　鬼石小学校では「かんがえる子」「がんばる子」
「やさしい子」「きちんとあいさつができる子」の
頭文字をとった「かがやき」運動を展開し「笑顔・
元気・やる気いっぱい鬼石っ子」を育成しています。
「かがやき運動」の中にある「がんばり活動」は、
行事や学習の狙いを意識して、全校、学年、縦割り
班などで、年間を通して計画的に実施しています。
　「がんばり活動」の活動の１つである「マラソン
がんばり」では毎朝、授業前の５分間を使って校庭
を走っています。低学年はトラック内側、中・高学
年はトラックの外を自分のペースで走り、自分自身
の目標と向き合います。また走った周をマラソンカー
ドに記入し、自分の頑張りを貯めていきます。暑く
ても寒くても、１年間継続することで、走力や体力

～夢いっぱい「かがやき」運動～

↑曲に合わせて自分のペースで走ります。どの子も疲れても
歩かずに真剣な表情で走り続けています。

の向上、何事も続けて頑張ればできるようになると
いう意欲を育てています。
　「なかよしがんばり」では、１～６年生までを含
めた縦割り班の活動の１つとして、全校で遠足を行
います。半日かけて桜山公園まで歩いていく中で、
長距離を歩くことで養える忍耐力や､ 縦割り活動に
よる思いやりと協力の心を育てています。上級生は
「下級生に頑張れと励ました」「リュックを持って
あげた」「下級生のペースで歩いた」などと下級生
への思いやりを見せます。また下級生は上級生の姿
に憧れを抱き、上級生を目標にします。
　鬼石小学校では、こういった活動を通して笑顔と
元気とやる気を持った鬼石っ子を育てています。　　　　　水

みずおち

落　佑
ゆうすけ

介さん　田
たなか

中　麻
まりん

鈴さん　

著者▷原田　ひ香
女の人生、どう貯めてどう使う？結
婚、子育て、入院、離婚、老後…
明るく、賢く、勇ましく生きていく
ために。御

みくりや

厨家を巡る「節約」ストー
リー。節約アイデアも満載。

泣きかたをわすれていた 三千円の使いかた

問い合わせ　学校教育課（☎508212）
　　　　　　鬼石小学校（☎522756）

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館☎㉒1669

無敵の思考

著者▷落合　恵子
自らの終

しゅうえん

焉を見据えた先にこそ、本
当の自由はある。冬子、72歳。７年
にわたる認知症の母の介護、そして
愛する人たちを見送った先に広がる
大いなる開放とは。

著者▷ひろゆき
何事も最初は仮説を立てる、お金で
問題解決しない、元を取る事を考え
る。２ちゃんねる、ニコニコ動画な
どの「世界一の管理人」ひろゆき流・
ストレスフリーな生き方のススメ！

鬼石小学校

図書館司書がセレクトした新刊情報
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　５月６日、滝
たきだに

谷町にある妙
みょうじょう

成寺で第14回五重塔
まつりが開催されました。今年は妙成寺のシンボ
ルである五重塔の建立から400年の節目の年であ
り、メインイベントの「奴

やっこ

行列」にはミス加賀友
禅の２人が交代でかごに乗り、ミス・ユニバース
石川代表が後に続いて花を添えました。「着物ショー」
も開かれ、妙成寺が醸し出す厳かな雰囲気の中、
美しい加賀友禅を身にまとった女性が次々と笑顔
で登場し、来場者を楽しませました。
　五重塔まつりをはじめ、さまざまなイベントで
国宝指定に向けての機運を高める妙成寺。国指定
の重要文化財10棟を保有する羽咋市の名所に、藤
岡市の皆さんも、ぜひ一度お立ち寄りください。

妙成寺五重塔建立400年を祝して

厳かに、華やかに

↑奴行列に花を添えたミスユニバース石川代表とミス加賀友禅

ま
す
。
ぜ
ひ
今
年
も
挑
戦
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
今
年
度

か
ら
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
応
募
方

法
な
ど
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

水
遊
び
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
ら
ら
ん
藤
岡
の
噴
水
で
元

気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
。
見
て
い

る
だ
け
で
涼
し
そ
う
で
心
が
和
み

ま
す
。
わ
が
子
も
初
め
て
遊
び
に

行
っ
た
と
き
は
怖
く
て
泣
い
て
い

た
の
に
、
あ
れ
か
ら
２
年
。
周
り

の
お
友
だ
ち
と
混
ざ
っ
て
楽
し
そ

う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
近
く
に
こ

の
よ
う
な
場
所
が
あ
り
、
親
と
し

て
は
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。（
30
代
・
女
性
）

　

夏
場
の
ら
ら
ん
藤
岡
で
は
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が

響
き
渡
り
ま
す
。
安
全
に
気
を

付
け
て
、
楽
し
く
遊
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
８
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
要
約

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

５
月
５
日
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

で
４
回
目
で
す
。
ミ
ニ
電
車
に
乗
っ

た
り
、
お
気
に
入
り
の
ペ
ン
ダ
ン

ト
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
年
々

で
き
る
こ
と
も
増
え
、
わ
が
子
の

成
長
も
見
ら
れ
る
し
、
親
子
で
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た

来
年
の
参
加
が
楽
し
み
で
す
。（
30

代
・
女
性
）

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
年
は
た

く
さ
ん
の
人
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
来
年
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
い
え
で
も
毎
年
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
し
ま
す
。
去
年
は
あ

さ
が
お
と
長
芋
を
し
ま
し
た
。
今

年
も
ち
ょ
う
せ
ん
し
た
い
と
思
い

ま
す
♪（
８
歳
・
女
性
）

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　

　本紙への感想、身の回りであった出来事や日常生活で感じたことなどをお寄せください。お便り
をくれた人の中から、㈱鬼石観光ホテルよりみかんとりんごのジュースを10人にプレゼントします。

三波石をふんだんに使用した岩風呂の大浴場が魅力のお宿。
小鳥のさえずりや清流のせせらぎを間近に感じながら、ゆ
ったりとした湯浴みをお楽しみいただけます。

三波川のみかんとりんご
をギュッと絞った100％
の天然ジュースです。

＊住　　所　藤岡市浄法寺105
＊電話番号　☎524143
＊営業時間　午前８時～午後８時
＊定 休 日　年中無休

㈱鬼石観光ホテル

めざましみかん・
冬桜りんごのジュース

■応募締め切り　６月15日㈮当日消印有効
　※当選者の発表は10日前後で、引換券の発送
をもってかえさせていただきます
■紹介・回答　お便りは個人を特定できる情
報を削除し、要約して広報紙でご紹介させて
いただく場合があります。また個別の回答は
行っていません
■応募・問い合わせ　ハガキかメールに住
所・氏名・性別・年齢・電話番号・まちの声
を明記して〒375-8601（住所不要）市役所秘
書課広報広聴係「まちの声」応募係・　 hisyo@
city.fujioka.gunma.jpへ

みなさんからの声を
紹介します

※プレゼント当選結果とは
　関係ありません

まちのまちの声声

　

プレゼントの提供者を募集しています。
秘書課広報広聴係☎402208までご連絡ください。

No.27～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓5997）

　平成元年、ショッピングセンター建設に伴
い、上栗須A遺跡の発掘調査が行われました。
調査の結果、７世紀～10世紀頃まで営まれた
竪穴住居跡107軒が見つかりました。
　これらの竪穴住居跡は出土した土器の特徴
などから、15年～20年ごとに建て替えられた
竪穴住居２軒～３軒のグループ（家族集団）
で構成されていたと推定されます。竪穴住居
跡に隣接して、特別な建物跡が見つかりまし
た。それは「溝もち」掘立柱建物跡と呼ばれ
ているもので、縦１間×横２間で柱穴の直径
が大きく深いものでした。一般の掘立柱建物
跡は、柱を建てる所だけに穴（柱穴）を掘り
柱が建てられますが、「溝もち」の場合は、柱
の間をつなぎ合わせ上部構造の荷重を支えた
構造であったと推定されます。おそらく「溝
もち」掘立柱建物跡は、主食となる穀物を貯

「溝もち」掘
ほったて

立柱
ばしら

建物跡
～豊かな暮らしだった上栗須に住んだ古代人～

蔵する倉庫だったと考えられます。上栗須A
遺跡ではグループごとにこうした小規模な倉
庫を保有し、一年間の家族集団の食料は十分
賄えていたと推定されることから、比較的豊
かな暮らし向きだったと考えられます。

「溝もち」掘立柱建物跡

石川県羽咋市
は く い

耳
よ
り
情
報

ホ
タ
ル
を

 
見
に
行
こ
う
！

ホ
タ
ル
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う

幻
想
的
な
様
子
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

ホ
タ
ル
ス
ポ
ッ
ト　

＊ 

小
平
河
川
公
園
（
三
波
川
65
‐
３
）

　

見
ご
ろ
：
６
月
中
旬
か
ら
下
旬

＊ 

旧
日
野
西
小
学
校
裏
ホ
タ
ル
川

　

見
ご
ろ
：
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬

　
（
６
月
23
日
㈯
ホ
タ
ル
祭
り
開
催
。

　

詳
し
く
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

ホ
タ
ル
観
賞
の
注
意
事
項　

＊ 

ホ
タ
ル
は
決
し
て
持
ち
帰
ら
ず
、

大
切
に
見
守
り
ま
し
ょ
う

＊ 

懐
中
電
灯
や
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
な
ど
は
控
え
ま
し
ょ
う

＊ 

大
き
な
音
や
声
は
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

＊ 

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
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■
発
行
／
藤
岡
市
　
〒
375-8601　

　
　
群
馬
県
藤
岡
市
中
栗
須
327番

地
　
☎
0274㉒

1211　
0274㉔

3252
■
編
集
／
企
画
部
秘
書
課
　
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.city.fujioka.gunm

a.jp/　
■
印
刷
／
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社

古紙配合率70％再生紙を使用しています。

ち
びっ
こ
登
場

市
民

465

第
1180号
平
成
30年

６
月
1日
発
行

坂
さ か

本
も と

　珠
じ ゅ

愛
な

ちゃん
（11カ月・鬼石）

杉
す ぎ

浦
う ら

　歩
ほ の か

花ちゃん
（３歳・立石）

３歳のお誕生日おめでとう！これか
らも元気いっぱい遊ぼうね♪

黒
くろ　さわ

澤　佳
けい　すけ

祐くん
（２歳11カ月・本郷）

元気に大きくなってね♡ずーっと
宝物♡

いとしの佳祐♡咲稟彩ねぇねと２人
仲良く元気いっぱい大きくなぁれ♡

 ちびっこ応募 ちびっこ応募

あなたの家のちびっこを広報で紹介しませんか？
■対象　　　市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
■応募方法　任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前・性別・生年月日・子どもへの
　　　　　　メッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
■応募先　　秘書課広報広聴係（☎402208・ hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

し
ま
し
た
。
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
好

き
だ
っ
た
知
恵
さ
ん
は
生
産
か
ら
販
売

ま
で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
加
工
品
作

り
に
魅
力
を
感
じ
、
群
馬
県
が
進
め
る

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
養
成
講
座
に
参
加
。

そ
れ
を
機
に
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
も
参
加
し
ま
し
た
。「
何
よ
り
も
家
族

の
協
力
と
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
今
の
自

分
が
あ
る
」と
感
謝
の
思
い
を
口
に
し
ま

す
。
ま
た
地
元
を
元
気
に
し
た
い
と
の

気
持
ち
か
ら
市
内
飲
食
店
と
協
力
し
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

知
恵
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
も
農
業
の

魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
」と
熱
い
思
い
を
語
り
ま
す
。

輝
く
女
性
農
業
者

林
水
産
省
が
進
め
る「
農
業
女

子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
松
本
知
恵
さ
ん
。
企

業
と
協
力
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ

デ
ア
を
生
か
し
た
商
品
開
発
や
独
自
の

切
り
口
か
ら
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で

女
性
の
農
業
分
野
で
の
活
躍
を
後
押
し

し
て
い
ま
す
。

　

実
家
が
ト
マ
ト
農
家
で
あ
っ
た
夫
の

寿
夫
さ
ん
と
出
会
い
、
結
婚
。
ト
マ
ト

農
家
を
継
ぐ
予
定
で
は
な
か
っ
た
２
人

で
し
た
が
、
育
児
休
職
中
に
突
如
実
家

を
継
ぎ
た
い
と
夫
が
就
農
。
知
恵
さ
ん

は
そ
の
後
６
年
間
仕
事
を
続
け
、
就
農

農業女子プロジェクトメンバー

松
ま つ も と

本　知
と も え

恵さん（下戸塚）

1972年埼玉県生まれ。次世代を担う若手女性の地域
リーダーとして、平成28年度農林水産大臣政務官賞
を受賞。市内で行われるイベントにも積極的に参加。

Profi le

農


